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判例研究

判
例
研
究

公
法
判
例
研
究

九
州
公
法
判
例
研
究
会

公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
基
本
権
を
享
有
し
得
な
い
と
さ
れ
た
菰
野

〔
総
難
湘
課
購
覇
九
八
七
年
四
月
一
四
日
〕

【
事
実
】

　
申
し
立
て
人
は
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
（
ω
冨
『
冨
ω
ω
①
）
で
あ
る
。
申

し
立
て
人
は
裁
判
所
手
数
料
の
高
さ
を
不
服
と
し
て
憲
法
異
議
を
申

し
立
て
た
。
そ
の
手
数
料
は
、
強
制
競
売
手
続
の
競
落
の
際
に
裁
判

所
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
申
し
立
て
人
は
基

準
と
な
っ
た
対
象
価
額
（
O
Φ
騎
Φ
霧
8
巳
ω
毛
Φ
「
け
）
の
査
定
に
も
異
議
を

唱
え
た
。

　
申
し
立
て
人
は
一
九
八
三
年
五
月
、
強
制
競
売
手
続
に
お
い
て
、

あ
る
土
地
を
一
六
、
○
○
○
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
競
落
し
た
。
ま
た
、

当
該
土
地
の
流
通
価
額
（
＜
Φ
爵
Φ
冨
ω
≦
①
「
什
）
は
七
九
二
、
一
〇
〇
ド

イ
ツ
マ
ル
ク
と
確
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
競
落
手
数
料
の
基
準
と

な
る
対
象
価
額
に
つ
い
て
は
裁
判
所
費
用
法
二
九
条
二
項
一
文
に
よ

り
、
競
落
の
手
数
料
は
、
競
売
諸
条
件
後
に
存
続
し
て
い
る
諸
権
利

の
価
額
を
含
め
、
競
落
さ
れ
た
際
の
利
息
な
し
の
競
買
申
出
価
額
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
区
裁
判
所
は
、
こ
れ
に

従
っ
て
対
象
価
額
を
一
七
、
○
○
○
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
し
、
競
落
手

数
料
を
一
三
八
・
六
〇
マ
ル
ク
と
し
た
。

　
一
九
八
四
年
一
月
、
区
裁
判
所
は
費
用
計
算
を
修
正
し
、
そ
の
中

で
対
象
価
額
を
五
五
四
、
四
七
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
（
当
該
土
地
の
流

通
価
額
の
一
〇
分
の
七
）
と
見
積
も
り
、
競
落
手
数
料
を
二
＝
一
八
・

八
○
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
し
た
。
区
裁
判
所
は
修
正
の
理
由
と
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
競
落
の
取
得
価
額
は
土
地
に
対
す
る
反
対
給
付
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

ま
た
、
そ
の
価
額
に
は
、
買
受
人
が
流
通
価
額
の
一
〇
分
の
七
を
下

回
る
額
で
競
落
し
た
た
め
に
、
強
制
競
売
手
続
法
一
一
四
a
条
（
同

条
に
よ
る
と
、
強
制
競
売
手
続
に
よ
り
競
売
の
対
象
た
る
土
地
が
、

当
該
土
地
か
ら
満
足
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
者
に
よ
り
、
当
該

土
地
価
額
の
一
〇
分
の
七
よ
り
小
さ
い
競
買
申
出
価
額
で
競
落
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
者
の
請
求
権
が
そ
の
最
高
競
買
申
出
価
額
に
よ
っ
て
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満
た
さ
れ
ず
、
仮
に
一
〇
分
の
七
の
価
額
で
あ
っ
た
な
ら
ば
満
た
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
買
受
人
は
当
該
土
地
か
ら
満
足
を
得
た
も
の

と
看
即
す
、
と
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
り
満
足
を
得
た
と
看
徹
さ
れ
る

額
も
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
申
し
立
て
人
は
、
費
用
の
見
積
も
り
を
高
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
地
方
裁
判
所
に
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、
斥
け
ち
れ
た
。
地
方
裁

判
所
は
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
畠
「
当
該
債
権
者
（
口
申
し
立

て
人
）
は
実
質
的
に
は
満
足
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
強
制
競
売
手

続
法
二
四
a
条
に
よ
る
土
地
価
格
の
一
〇
分
の
七
の
値
と
最
高
競

買
申
出
価
額
と
の
間
の
差
額
が
充
填
さ
れ
る
よ
う
、
裁
判
所
費
用
法

二
九
条
二
項
め
規
定
に
有
意
味
な
補
完
・
解
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

　
憲
法
異
議
申
し
立
て
ば
、
区
裁
判
所
の
計
算
修
正
、
及
び
区
裁
判

所
ρ
地
方
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
申

し
立
て
人
は
基
本
法
二
〇
条
三
項
と
の
関
連
で
二
条
一
項
・
三
条
一

項
の
侵
害
を
主
張
し
た
。
申
し
立
て
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
当
該
決
定
は
何
ら
法
律
の
根
拠
が
な
い
の
に
申
し
立
て
人
に
負
担

を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
が
憲
法
上
法
律
及
び
法

に
拘
束
き
れ
て
い
る
ど
い
う
こ
と
に
反
す
る
。
決
定
理
由
は
、
裁
判

所
費
用
法
二
九
条
二
項
の
明
ら
か
な
文
言
か
ら
の
逸
脱
を
正
当
化
し

得
な
い
。
解
釈
や
類
推
等
は
存
在
せ
ず
、
あ
る
の
は
裁
判
官
に
よ
る

法
形
成
（
「
一
〇
げ
什
O
「
一
一
6
ゴ
①
幻
①
O
げ
け
ω
h
O
『
θ
び
一
一
ユ
鐸
昌
触
四
）
で
あ
り
、
そ
れ
は

憲
法
上
認
め
ら
れ
た
枠
内
に
は
な
い
。
そ
の
法
形
成
に
よ
っ
て
、
申

し
立
て
人
は
、
憲
法
秩
序
の
中
で
自
由
に
発
展
す
る
基
本
権
、
及
び

強
制
競
売
手
続
で
の
他
の
費
用
債
務
者
ど
平
等
に
扱
わ
れ
る
基
本
権

を
侵
害
さ
れ
た
。
公
法
人
た
る
申
し
立
て
人
も
、
基
本
法
一
九
条
三

項
に
よ
り
憲
法
違
反
を
主
張
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
申
し
立
て
人
が
、

公
法
上
の
社
団
と
い
う
法
的
形
態
を
根
拠
に
法
律
上
の
公
的
任
務
を

与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
決
定
的
な
ご
と
で
は
な
い
。
申
し

立
て
人
は
そ
の
活
動
の
際
に
は
、
市
民
と
同
様
に
共
通
の
法
律
に
従

属
し
て
お
り
、
よ
っ
て
、
高
権
的
に
で
な
く
専
ら
私
法
的
に
活
動
し

て
い
る
。
貯
蓄
銀
行
の
公
法
的
組
織
形
態
の
背
後
に
は
、
実
際
に
は

私
的
利
益
が
存
在
す
る
。
申
し
立
て
人
は
、
そ
の
業
務
を
経
済
的
原

理
に
従
っ
て
遂
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

【
皇
考
】

　
申
し
立
て
人
た
る
貯
蓄
銀
行
は
公
法
人
で
あ
る
の
で
、
基
本
権
は

そ
の
本
質
上
露
有
し
得
な
い
（
基
本
法
一
九
条
三
項
）
。
従
っ
て
、
申

し
立
て
人
は
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
ゆ
，

　
一
・
基
本
権
は
第
一
義
的
に
は
個
人
的
権
利
で
あ
る
。
法
人
が
基
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本
権
を
享
有
す
る
の
は
、
当
該
法
人
の
構
成
・
活
動
が
、
私
的
な
自

然
人
の
自
由
な
発
展
の
表
れ
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
私
法

人
は
原
則
と
し
て
基
本
権
を
享
有
す
る
（
参
照
、
じ
d
＜
Φ
臥
O
国
ω
P
ω
O
N

［ω

|
］
）
。
し
か
し
、
公
法
人
は
原
則
と
し
て
享
有
し
な
い
（
じ
d
＜
Φ
諜
O
国

卜。

黷
g
@
b
。
［
ω
①
㊤
h
h
］
鴇
①
。
。
レ
㊤
ω
［
卜
。
O
無
邑
）
。
少
な
く
と
も
公
法
人
が
公

的
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
公
法
人
は
基
本
権
を
享

有
し
な
い
（
し
d
＜
①
臥
O
国
卜
5
一
一
も
。
爵
［
ω
＄
h
］
旧
①
。
。
博
。
。
b
。
冨
8
ま
］
）
。
一

方
、
公
的
任
務
の
遂
行
以
外
の
領
域
で
も
、
公
法
人
は
容
易
に
は
基

本
権
を
享
有
し
な
い
（
し
d
＜
①
臥
O
国
①
一
”
。
。
N
ロ
O
α
塗
］
値
し
、
し
U
＜
幽
い

Ω
国
刈
ρ
一
口
無
h
］
）
。
・
こ
の
場
合
は
、
権
限
の
問
題
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
学
、
教
会
、
放
送
局
は
公
法
人
で
あ
る
が
、
基
本

権
を
享
有
す
る
（
b
σ
＜
①
蹴
Ω
国
一
9
卜
。
切
①
　
［
N
爵
］
旧
参
照
、
一
。
。
矯
ω
。
。
切

［ω

p。

@
h
］
）
。
こ
れ
ら
の
公
法
人
に
託
さ
れ
た
任
務
か
ら
す
る
ど
、
当
該

公
法
人
は
一
定
の
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
生
活
領
域
に
直
接

的
に
区
分
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
　
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
固
有
の
法
人
格
を
持
っ
て
い
る
が
、

地
域
団
体
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
地
域
団
体
は
、
公
法
上
の
貯
蓄

銀
行
を
設
立
し
、
そ
の
定
款
を
定
め
、
営
造
物
費
用
負
担
及
び
保
証

責
任
の
担
い
手
で
あ
り
、
管
理
委
員
会
の
委
員
長
を
任
命
し
、
管
理

委
員
を
派
遣
し
、
役
員
選
任
に
参
与
し
、
年
度
末
決
算
及
び
利
潤
運

用
に
関
与
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
公
的
な
生
存
配
慮
施
設
に
属
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
そ
も
そ
も
、
住
民
の
貯
蓄
心
を
惹
起
・

促
進
し
確
か
な
投
資
の
機
会
を
与
え
、
そ
し
て
、
中
間
層
や
経
済
的

に
弱
い
住
民
層
を
特
に
配
慮
し
て
信
用
供
与
に
貢
献
す
る
こ
と
を
、

連
邦
平
茸
の
貯
蓄
銀
行
法
に
よ
り
そ
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
、
収
益
に
基
づ
い
て
い
る

と
い
う
よ
り
、
任
務
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

貯
蓄
銀
行
は
収
益
目
的
・
収
益
最
大
化
を
業
務
の
主
要
目
的
と
す
る

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
勿
論
、
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
の
活
動
は
、
民
間
銀
行
と
の
同
質
化

傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
基
本
権
享
有
に
関
し
て
決
定

的
な
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
に
は
自
然

人
の
自
由
領
域
と
の
関
わ
り
が
欠
け
て
お
り
、
貯
蓄
銀
行
の
背
後
に

は
地
域
団
体
し
か
立
っ
て
お
ら
ず
、
ゆ
え
に
、
地
域
団
体
の
み
が
企

業
の
担
い
手
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
三
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
る
と
、
公
法
人
は
少
な
く
と

も
基
本
権
類
似
の
権
利
（
基
本
法
一
〇
一
条
一
項
二
文
、
一
〇
三
条
一

項
）
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
し
d
＜
①
ほ
O
南
①
押
。
。
b
。
［
一
〇
出
）
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
る
権
利
は
申
し
立

60　（2　●169）　441
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て
人
に
は
導
か
れ
な
い
9
な
ぜ
な
ら
、
、
申
し
立
て
人
は
手
続
の
経
過

に
で
は
な
ぐ
、
．
手
続
の
結
果
に
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
（
つ
ま
り
、

実
体
的
基
本
権
の
侵
害
を
主
張
し
て
い
る
）
・
か
ら
で
あ
る
ρ
．

【
評
釈
】
．
、
－

、
、
一
”
，
こ
の
決
定
の
論
点
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
．
第
一
に
、
申
し
立
て
人
は
本
件
に
お
い
て
は
、
・
公
的
任
務
，

を
直
接
的
に
は
遂
行
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
．
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
口
申
し
立
て
人
は
基
本
権
を
享
有
し
得

る
場
合
が
存
す
る
こ
と
と
な
り
、
享
有
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
・
却

下
と
い
う
決
定
は
不
適
切
と
さ
れ
、
故
に
、
実
体
審
理
を
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
な
る
。
．

．
第
二
に
は
、
申
し
立
て
人
に
実
体
的
な
基
本
権
が
認
め
ち
れ
な
い

と
し
て
も
、
基
本
権
類
似
の
権
利
（
基
本
法
一
〇
一
条
・
一
項
二
文
、

÷
〇
三
条
由
・
項
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
お

け
る
裁
判
所
め
決
定
は
そ
れ
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か

番
い
う
問
題
で
あ
る
。
・

二
吋
e
　
第
一
点
に
？
い
て
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
考
え
方
か
ら
す

る
と
、
レ
原
則
と
し
て
公
法
人
は
基
本
権
を
享
有
し
得
な
い
。
な
ぜ
な
，

ら
ナ
法
人
が
実
体
的
基
本
権
の
保
護
領
域
に
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
「

当
該
法
人
の
構
成
及
び
活
動
が
．
」
私
的
な
自
然
人
の
自
由
な
発
展
の

表
れ
で
あ
る
場
合
の
み
と
す
る
判
例
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
法
人

の
背
後
に
立
つ
人
間
・
へ
の
言
及
θ
霞
9
華
墨
〉
が
不
可
欠
で
あ
る
か

否
か
で
、
＝
．
法
人
に
基
本
権
享
有
能
力
を
決
す
る
と
い
う
思
考
プ
ロ
セ

ス
の
意
味
で
、
U
霞
。
ゴ
三
三
・
昏
①
o
ユ
①
と
呼
ん
で
い
る
。
公
法
人
の
場

－
合
，
私
的
な
自
然
人
の
自
由
な
発
展
の
表
出
で
は
な
い
の
で
、
基
本

権
を
享
有
で
き
な
い
と
な
る
（
切
く
。
『
お
国
b
。
H
噛
ω
8
［
ω
O
霞
●
］
…
①
H
噂
。
。
N

［一

Z
〇
h
h
●
］
旧
O
。
。
”
H
O
ω
冒
8
ま
］
）
。
こ
れ
に
反
し
て
、
・
私
法
人
に
関
し

て
は
、
通
常
、
U
霞
。
び
α
q
島
h
み
げ
①
o
ユ
Φ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
の
で
、

基
本
権
享
有
が
認
め
ら
れ
る
（
参
照
、
じ
ご
＜
o
ヰ
O
潤
卜
δ
一
”
ω
爵
｛
ω
8
］
∴

。。

o
ω
8
圃
［
ω
這
］
）
。

　
．
と
こ
ろ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
る
と
、
以
上
の
よ
う
な

考
え
方
は
別
の
観
点
か
ら
区
分
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

公
法
人
は
、
公
的
任
務
を
直
接
的
に
遂
行
し
て
い
る
．
（
官
憲
行
政
、

単
純
高
権
行
政
、
ま
た
は
、
行
政
私
法
的
活
動
）
，
か
、
そ
れ
と
も
、

間
接
的
に
遂
行
し
て
い
る
（
収
益
経
済
活
動
、
ま
た
は
、
私
法
的
補

助
業
務
）
．
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
の
場

合
（
本
決
定
で
は
、
「
公
的
任
務
の
遂
行
卑
窪
冨
轟
α
ヰ
魯
島
。
ゴ
臼

〉
珪
σ
q
帥
げ
⑦
昌
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
、
行
政
は
基
本
権

を
享
有
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
U
d
＜
①
臥
O
国
N
一
”
ω
①
b
。
［
ω
＄
h
］
）
。 60　（2『。170）　442
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但
し
、
裁
判
に
関
す
る
基
本
権
（
基
本
法
一
〇
一
条
一
項
、
一
〇
三

条
一
項
）
は
国
家
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
b
d
＜
①
「
お
国
ρ
δ
［
お
h
］
脳

一
ω
”
一
器
ロ
ω
㊤
ま
］
旧
①
一
w
。
。
卜
。
［
一
〇
出
）
。
と
い
う
の
は
、
裁
判
に
関
す
る

基
本
権
は
、
基
本
法
一
九
条
の
意
味
に
お
け
る
真
の
個
人
的
基
本
権

で
は
な
く
、
「
客
観
的
手
続
原
則
」
だ
か
ら
で
あ
る
（
b
d
＜
Φ
躁
O
団
N
ド

ω
①
卜
。
［
Q
。
お
］
旧
参
照
、
一
N
b
［
。
。
］
）
。
間
接
的
遂
行
の
場
合
（
本
決
定
の

用
語
で
は
、
「
公
的
任
務
の
遂
行
以
外
の
領
域
①
島
Φ
野
帳
び
α
Φ
ω
じ
d
Φ
－

「
虫
。
げ
ω
α
Φ
「
≦
、
p
色
上
Φ
ず
ヨ
⊆
昌
ひ
q
α
自
Φ
昌
二
凶
。
ゲ
Φ
「
》
口
h
σ
q
①
げ
Φ
昌
」
）
で
あ
っ

て
も
、
公
法
人
は
容
易
に
は
基
本
権
を
享
有
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い

る
が
（
b
d
＜
Φ
『
お
国
9
。
。
N
ロ
O
段
●
］
）
、
享
有
す
る
と
し
た
事
例
も
存

す
る
．
（
b
U
＜
Φ
『
h
O
国
刈
O
鞄
口
課
h
］
）
。

　
本
件
に
お
い
て
、
競
落
人
た
る
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
競
落
費
用

を
裁
判
所
に
よ
っ
て
違
法
に
変
更
さ
れ
た
と
し
て
、
憲
法
異
議
を
申

し
立
て
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
申
し
立
て
人

が
強
制
競
売
手
続
に
加
わ
っ
て
競
落
を
争
う
こ
と
自
体
が
果
た
し
て

申
し
立
て
人
の
任
務
た
る
生
存
配
慮
行
政
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
．
つ
ま
り
、
強
制
競
売
手
続
の
中
で
、
申
し
立
て
人
は
公
的

任
務
を
直
接
的
に
遂
行
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
で
あ
る
。
強
制
競
売
手
続
に
お
い
て
、
申
し
立
て
人
は
も
は
や

中
間
層
や
経
済
的
弱
者
に
対
す
る
貢
献
と
い
う
こ
と
を
第
一
の
目
的

と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
間
接
的
に
は
中
間
層
㎏
経
済
的
弱
者
を

援
助
す
る
に
し
て
も
、
と
に
か
く
収
益
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
も
し
収
益
が
申

し
立
て
人
の
第
一
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
申
し
立
て
人
は
公
的
任
務

を
間
接
的
に
遂
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
申
し
立
て
人
の
基

本
権
享
有
は
す
ぐ
さ
ま
否
定
さ
れ
な
い
と
な
る
。

　
こ
こ
に
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
と
間
接
的
遂
行
の
区
別
が
容
易

で
は
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
う
い
う
点
を
重
視
し
、
直
接
、

間
接
の
区
分
を
捨
て
、
公
法
人
は
す
べ
て
、
如
何
な
る
場
合
で
も
基

本
権
享
有
を
否
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
有
力
学
説
も
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
う
す
る
と
、
国
家
が
国
営
工
場
を
経
営
し
た
り
、
事
務
用

品
を
購
入
し
た
り
す
る
場
合
、
即
ち
、
自
然
人
や
私
法
人
が
通
常
行
っ

て
い
る
私
法
的
な
行
為
を
国
家
が
行
う
場
合
、
国
家
は
何
ら
高
望
的

権
限
を
行
使
す
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
基
本
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
不
都
合
な
面
も
生
じ
る
。
例
え
ば
、

裁
判
所
－
公
権
力
1
が
法
適
用
の
場
面
で
、
純
粋
な
収
益
活
動
を
行

う
国
営
工
場
を
差
別
的
に
取
り
扱
っ
た
り
す
る
と
い
う
危
惧
が
生
じ

る
。
・
勿
論
、
国
家
は
如
何
な
る
法
形
態
を
と
っ
て
い
て
も
、
ド
グ
マ
ー

テ
ィ
ク
の
次
元
で
は
常
に
基
本
権
を
享
有
せ
ず
、
，
国
家
の
活
動
は
基

本
権
に
よ
っ
て
で
は
な
く
憲
法
や
法
律
上
の
権
限
に
よ
っ
て
保
障
さ
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れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
現
実
の
問
題
と
し

て
国
家
に
、
基
本
権
を
享
有
し
た
時
と
同
じ
程
度
の
保
護
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
直
接
・
間
接
の
区
分

が
難
し
い
か
ら
と
い
っ
て
〉
そ
の
区
、
分
を
捨
て
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い

ど
す
る
の
は
内
．
短
絡
的
な
考
え
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
故
に
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
区
分
論
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

．
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
申
し
立
て
人
の
競
売
手
続

へ
の
参
加
を
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
思
考
方
法
は
、
’
．
申
し
立
て
人
が
設
立
さ
れ
た
際
の
目
的
・

理
念
か
ら
演
繹
す
る
ど
い
う
流
れ
で
あ
る
。
設
立
の
目
的
・
理
念
が

中
間
層
・
経
済
的
弱
者
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

即
、
申
し
立
て
人
は
公
的
任
務
を
直
接
的
に
遂
行
し
て
い
る
と
導
い

て
い
る
。
し
か
し
、
申
し
立
て
人
の
業
務
に
は
様
グ
あ
る
の
に
、
設

立
の
目
的
・
理
念
だ
け
か
ら
判
断
し
て
、
，
十
把
一
か
ら
げ
に
公
的
任

務
の
直
接
的
遂
行
に
区
分
し
で
し
ま
う
に
は
さ
ら
な
る
論
証
が
必
要

で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
・
「
、

　
　
口
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
見
解
に
反
し
て
、
仮
に
、
申
し
立
て

人
が
強
制
競
売
手
続
へ
参
加
す
る
の
が
公
的
任
務
の
間
接
的
遂
行
だ

と
す
る
と
（
基
本
権
を
享
有
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
乃
．
、

　
ζ
こ
で
、
公
法
人
に
よ
る
公
的
任
務
の
間
接
的
遂
行
の
場
合
馬
当

該
公
法
人
は
基
本
権
を
享
有
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
否
定
事
例

（
b
口
く
。
臥
O
国
O
ド
鴇
。
。
N
）
、
．
・
肯
定
事
例
（
じ
ロ
＜
o
鳳
O
国
恩
O
ヒ
の
二
つ
を

紹
介
す
る
必
要
．
が
あ
る
。
．

　
前
者
を
紹
介
し
よ
う
。
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
所
有
地
を
農
地
と
し
て
賃

貸
し
で
い
た
。
そ
の
農
地
の
付
近
に
ラ
ン
ト
が
原
発
建
設
を
許
可
し

た
。
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
許
可
の
取
消
し
の
訴
え
を
斥
け
た
裁
判
を
不
服

と
し
て
、
・
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
を

却
下
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
以
外
の
領
域

で
も
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
私
人
の
よ
う
に
国
家
的
高
権
に
よ
っ
て
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
故
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
土
地
所
有
者
と
し

て
基
本
法
一
四
条
一
項
の
保
護
を
享
有
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
も

・
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヌ
ン
グ

　
次
に
後
者
を
説
明
す
る
。
公
法
人
で
あ
る
整
形
外
科
技
師
組
合
は

そ
め
組
合
員
の
た
め
に
健
康
保
険
組
合
（
】
《
『
O
巳
（
①
昌
吋
鋤
ω
ω
①
）
と
報
酬

額
の
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
業
務
と
す
る
が
、
こ
の
業
務
は
法
律

上
の
公
的
任
務
の
遂
行
に
当
た
ら
ず
、
よ
っ
て
、
立
法
に
対
し
て
基

本
権
を
援
用
で
き
る
、
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
判
断
し
た
。
理
由
は
、

整
形
外
科
技
師
組
合
は
行
政
の
一
部
で
は
な
く
、
組
合
員
の
利
益
代

表
と
し
て
現
れ
、
ま
た
、
そ
の
契
約
締
結
は
法
律
上
の
義
務
的
任
務
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で
は
な
く
、
随
意
的
な
任
務
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
前
者
か
ら
簡
単
な
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
設
立
目
的
は
住
民
（
不
特
定
多
数
）
に
対
す
る
福

祉
や
治
安
等
、
公
的
目
的
の
直
接
的
遂
行
で
あ
る
1
勿
論
、
ゲ
マ
イ

ン
デ
は
そ
の
他
に
も
公
的
任
務
の
間
接
的
遂
行
を
行
う
こ
と
も
で
き

る
が
、
こ
れ
は
主
要
目
的
で
は
な
く
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
当
事
例
に
お
い
て
は
、
申
し
立
て
果
た
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
そ
の

土
地
を
農
地
と
し
て
賃
貸
し
て
い
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
当
該
業
務
は

公
的
任
務
の
間
接
的
遂
行
の
ほ
う
に
当
た
る
。
と
こ
ろ
で
、
原
発
設

置
許
可
は
ラ
ン
ト
の
権
限
だ
か
ら
、
原
発
設
置
許
可
に
つ
い
て
ゲ
マ

イ
ン
デ
は
ラ
ン
ト
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
故
に
、
「
ゲ
マ
イ
ン

、
デ
ー
1
公
権
力
（
ラ
ン
ト
）
」
と
い
う
図
式
が
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
自
然
人
と
同
じ
よ
う
な
”
固
有
的
、
普

遍
的
、
絶
対
的
な
権
利
”
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
単
に
基
本

法
や
法
律
で
与
え
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
み
、
権
限
や
権
利
を
主
張
し

得
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言
わ
ば
“
派
生
的
、
特
殊
的
、
相

対
的
な
権
利
”
な
の
で
あ
る
。
故
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
ラ
ン
ト
に
対

立
す
る
形
で
土
地
の
賃
貸
と
い
う
権
限
（
権
利
？
）
を
行
使
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
基
本
権
を
享
有
し
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
解
説
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
後
者
の
事
例
で
は
、
申
し
立
て
人
は
公
法
人
た
る
職
業
団
体

（
イ
ヌ
ン
グ
）
で
あ
る
が
、
そ
の
設
立
目
的
は
構
成
員
（
特
定
少
数
）

の
利
益
（
自
己
利
益
）
に
貢
献
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
公
的
任
務
の
間

接
的
遂
行
で
あ
る
。
本
事
例
で
も
イ
ヌ
ン
グ
が
そ
の
構
成
員
の
利
益

代
表
と
し
て
契
約
を
締
結
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
業
務
は
公
的
任
務

の
間
接
的
遂
行
で
あ
り
、
ま
た
、
「
イ
ヌ
ン
グ
↑
▽
公
権
力
（
立
法
）
」

と
い
う
対
立
図
式
が
当
て
は
ま
る
。
従
っ
て
、
イ
ヌ
ン
グ
は
基
本
権

を
享
有
し
得
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
本
件
に
戻
る
。
申
し
立
て
人
た
る
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
の

設
立
目
的
は
、
広
く
中
間
層
・
経
済
的
弱
者
（
特
定
多
数
）
へ
経
済

的
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
に

当
た
る
。
し
か
し
、
申
し
立
て
人
は
競
売
手
続
に
一
般
の
私
人
の
地

位
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
な
く
、
収
益
目
的
の
た
め
に
加
わ
っ
て
い

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
そ
こ
で
の
業
務
は
公
的
任
務

の
間
接
的
遂
行
と
な
る
。
こ
こ
に
「
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
↑
▽
公
権

力
（
裁
判
所
）
」
の
対
立
図
式
が
妥
当
す
る
。
そ
れ
故
、
貯
蓄
銀
行
は

基
本
権
を
享
有
す
る
と
な
る
。
勿
論
、
こ
れ
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

結
論
と
逆
で
あ
る
。

・
な
お
、
以
上
三
つ
の
事
例
に
お
け
る
任
務
遂
行
の
名
宛
人
を
比
較

し
て
み
る
と
、
不
特
定
多
数
、
特
定
少
数
、
特
定
多
数
と
い
う
相
対
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的
差
異
が
浮
か
ん
で
く
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
本
件
は
前
二
者

・（

ﾘ
く
Φ
欺
O
国
①
ご
ざ
）
の
中
間
的
ケ
ー
ス
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
⇔
　
と
こ
ろ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
よ
う
に
、
貯
蓄
銀
行
の
競

売
手
続
参
加
が
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を

正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
過
去
の
事
例

（
切
d
／
N
Φ
「
h
（
｝
国
N
一
”
ω
①
ト
の
）
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
次
に
記
す
。

　
公
法
人
た
る
ラ
ン
ト
保
険
会
社
（
い
m
巳
Φ
ω
く
Φ
邑
。
げ
臼
§
ぴ
q
ω
9
亭

ω
富
5
が
隅
加
害
者
に
代
わ
っ
て
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
連
邦
に
完

全
な
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
が
、
連
邦
に
拒
否
さ
れ
た
。
こ
れ
を
連

邦
通
常
裁
判
所
が
是
認
し
た
た
め
、
t
保
険
会
社
が
そ
の
判
決
を
不
服

と
し
て
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
以
下
の
理
由
で
申
し
立
て
を
却
下
し
た
。

　
申
し
立
て
人
は
当
事
件
に
お
い
て
公
的
任
務
を
直
接
的
に
遂
行
し

て
お
り
（
連
邦
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
）
、
ま
た
、
任
務
遂
行
の
際

（
保
険
料
徴
収
や
保
険
金
給
付
の
確
定
の
際
）
に
は
高
権
的
権
限
（
こ

れ
に
は
秩
序
罰
を
決
め
る
権
限
が
含
ま
れ
る
）
を
行
使
す
る
。
従
っ

て
、
”
申
し
立
て
人
は
基
本
権
を
享
有
し
得
な
い
か
ら
、
憲
法
異
議
を

申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
申
し
立
て
人
は
民
事
訴
訟

の
方
法
で
請
求
権
を
主
張
し
、
・
自
然
人
と
同
じ
よ
う
に
裁
判
判
決
に

従
属
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

　
こ
の
事
例
を
簡
単
に
考
察
し
て
み
る
ゆ
申
し
立
て
人
（
公
法
上
の

保
険
会
社
”
行
政
）
は
裁
判
判
決
に
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
て
い
み

が
、
幽
も
と
も
と
申
し
立
て
人
は
行
政
の
決
定
に
異
議
を
も
っ
て
い
た

訳
で
あ
る
か
ら
、
行
政
と
行
政
之
の
争
い
が
事
件
の
発
端
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
保
険
事
業
に
お
い
て
も
当
然
、
行
政
は
一
体
性
を
要
求

さ
れ
る
故
、
本
係
争
は
行
政
の
内
部
問
題
で
あ
っ
て
、
「
公
法
上
の
保

険
会
社
1
1
公
権
力
．
（
連
邦
）
」
と
い
う
図
式
が
法
の
予
定
す
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
行
政
が
行
政
に
対
し
て
基
本
権
を
主
張
し

得
る
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

．
さ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
は
公
的
任
務
を

直
接
的
に
遂
行
し
て
い
る
と
す
る
訳
で
あ
る
が
、
保
険
会
社
の
事
例

と
異
な
っ
て
、
係
争
の
発
端
は
、
行
政
（
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
の
こ

と
）
対
行
政
に
で
は
な
く
、
行
政
対
裁
判
所
に
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

行
政
の
一
体
性
の
要
請
が
働
か
な
い
分
だ
け
、
公
法
上
の
保
険
会
社

と
比
較
し
て
公
法
上
の
貯
蓄
銀
行
の
事
例
が
、
権
限
の
問
題
と
し
て

取
り
扱
い
に
く
い
と
い
う
面
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
行
政
が
上
級

機
関
の
指
揮
・
命
令
・
監
督
に
従
う
の
は
権
限
・
管
轄
の
問
題
と
し

て
処
理
し
得
る
と
し
て
も
、
行
政
が
他
権
力
（
こ
の
場
合
州
裁
判
所
）

に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
即
ハ
権
限
・
管
轄
で

片
付
け
ら
れ
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
で
あ
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る
。
と
い
う
の
は
、
行
政
同
士
の
対
立
は
行
政
内
部
の
問
題
と
し
て

解
決
で
き
る
が
、
行
政
と
裁
判
所
の
係
争
に
は
一
勿
論
、
漠
然
と
国

家
機
関
内
部
の
権
限
問
題
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
が
一
、
基
本
権
の

援
用
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

本
件
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
裁
判
所
費
用
を
法
律
の
明
文
不
在
の

た
め
解
釈
に
よ
っ
て
増
額
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
私
人
な
ら
ば
憲
法

異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
る
一
方
で
、
公
法
人
は
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
公
的
任
務
の
直
接
的
・
間
接
的
遂
行
を
問
わ
ず
、
公
法

人
に
憲
法
異
議
の
申
し
立
て
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
費
用
は
公
法
人
で
あ
ろ
う

と
私
人
で
あ
ろ
う
と
平
等
に
徴
収
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
い
つ
た
考
察
が
正
し
い
な
ら
ば
、
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
、

間
接
的
遂
行
の
違
い
に
よ
り
行
政
の
基
本
権
享
有
を
決
す
る
と
い
う

理
論
の
見
直
し
を
迫
る
こ
と
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も

理
論
の
さ
ら
な
る
細
分
化
・
精
緻
化
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。

　
三
　
第
二
点
に
つ
い
て
。
基
本
法
一
〇
一
条
一
項
二
文
は
法
律
の

定
め
る
裁
判
官
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
、
一
〇
三
条
一
項
は
法
律

上
の
聴
聞
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
申
し
立
て
人
は
こ

れ
を
根
拠
に
、
憲
法
異
議
申
し
立
て
の
権
利
を
主
張
し
た
が
、
そ
れ

は
裁
判
所
に
よ
っ
て
斥
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

申
し
立
て
人
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
同
条
項
の
と
ら
え
方
に
違
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
申
し
立
て
人
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
同
条

項
は
憲
法
異
議
申
し
立
て
の
権
利
を
包
摂
し
、
ま
た
、
公
法
人
も
、

基
本
権
享
有
の
有
無
を
問
わ
ず
、
そ
の
条
項
を
援
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
つ
ま
り
、
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
考
え
は
、
同
条
項
は
憲
法
異
議
申
し
立
て
の
権

利
を
含
む
が
、
申
し
立
て
の
権
利
は
制
限
的
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
申
し
立
て
人
が
実
体
的
権
利
を
も
っ
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
、
手
続
の
経
過
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
場
合
に

だ
け
、
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
同
条
項
に
対
す
る
申
し
立
て
人
の
理
解
が
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
そ
れ
よ
り
も
広
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
四
　
最
後
に
、
本
件
が
我
が
国
に
対
し
て
如
何
な
る
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
か
に
言
及
す
る
。

　
日
本
で
は
ド
イ
ツ
と
比
較
し
て
、
多
く
の
公
的
任
務
が
公
的
セ
ク

タ
ー
で
は
な
く
、
民
間
セ
ク
タ
ー
（
近
年
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
第

三
セ
ク
タ
ー
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
行
政
に
は
許
認
可
権

や
監
督
権
が
あ
る
の
で
、
公
共
性
の
強
い
事
業
は
自
由
に
利
潤
追
求
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を
行
え
ず
、
行
政
の
強
い
影
響
力
の
も
と
に
あ
る
。
だ
が
、
や
は
り

行
政
が
出
資
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
行
政
と
同
一

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
に
、
公
共
性
が
強
い
と
い
う
だ
け
で

は
、
そ
の
法
人
や
団
体
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
生
存
配
慮
行

政
に
対
す
る
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
行
政
が
許
認
可
権
b
監
督
権
を
行
使
す
る
ご
と
を
越
え
て
、

行
政
が
直
接
経
営
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
’
法
人
や
施
設
を
設
け

て
行
政
が
間
接
的
に
経
営
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
、
生
存
配
慮
行

政
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
（
上
下
水
道
、
公
営
バ
ス
、

公
営
地
下
鉄
、
郵
便
、
”
医
療
保
険
、
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
、
公
営

住
宅
、
住
宅
金
融
、
旧
国
鉄
、
旧
電
電
等
）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

と
同
様
の
見
解
を
採
る
な
ら
ば
、
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
に
当
た

る
の
で
、
事
業
の
主
体
は
基
本
権
を
享
有
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
例
え
ば
、
公
営
地
下
鉄
で
観
光
旅
行
業
務
や
売
店
業
を
営
む

と
い
っ
た
、
高
権
的
権
限
の
行
使
と
は
程
遠
い
些
細
な
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
は
公
的
任
務
の
直
接
的
遂
行
と
は
言
え
な
い
の
で
、
そ
の
権

限
の
範
囲
内
に
お
け
る
基
本
権
の
享
有
噛
認
め
て
も
よ
い
場
合
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
観
光
旅
行
業
や
売
店
業
よ
り
も
規
模
の
大

き
い
事
業
と
し
て
、
競
馬
、
競
輪
、
宝
く
じ
、
旧
た
ば
こ
・
塩
専
売

等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
何
ら
か
の
公
共
目
的
の
追
求
と
い

う
よ
り
も
、
’
収
益
を
上
げ
税
収
を
増
や
す
た
め
の
事
業
で
あ
る
か
ら
、

ド
イ
ツ
流
に
言
う
と
、
」
生
存
配
慮
行
政
に
当
た
ら
ず
、
そ
れ
は
公
的

任
務
の
間
接
的
遂
行
で
あ
る
。

（
松
塚
　
晋
輔
）
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